
 

 

 

 

 

 

 

「挑戦する心」～冬季オリンピックから学ぶ～ 

 
               旭川市立永山南小学校長  成 瀬 隆 宏 

 
 

つい先日、イタリアのミラノとコルティナ・ダンペッツォで開催された冬季オリンピックでは、連日、

多くの国の選手たちが全力で競技に臨む姿が報じられました。日本選手（特に北海道内の選手！）の活躍

に胸を熱くしながら、私たちはその裏にある長い年月の努力や、つらく大変な日々を乗り越えてきた選手

たちの歩みに思いを馳せることができます。華やかな舞台の裏側には、地道な練習、失敗の積み重ね、仲

間や家族の支えがあり、そのすべてが一つの演技や一本の滑り、一瞬の技に凝縮されています。最後まで

やり抜いた選手の皆さんには、敬意を表し心から拍手を送りたいと思います。 

 そんな選手たちの姿を見ていると、「挑戦することの大切さ」を改めて感じます。 

結果が出るかどうか分からなくても、自分の目標に向かってひたむきに努力を続け 

ること。失敗しても諦めず、次の一歩を踏み出すこと。そして、仲間と励まし合い 

協力しながら少しでも前へ進むこと。これらは、まさに子どもたちが学校生活の中    

で、日々学習や生活に取り組んでいる姿そのものです。 

 

 南っ子たちも毎日の学校生活において、様々な場面でたくさんの挑戦を重ねています。今年度の本校の

重点目標は「自ら かかわり やり抜く 南っ子の育成」で、その中でも特に「やり抜く」ことを重視し

て教育活動を進めてきたところです。最後まで諦めずに取り組んだ頑張り、できなかったことができるよ   

うになった瞬間の喜び、友達と力を合わせて一つの目標を達成した価値ある経験、悔しい思い 

をしながらも次に向かって気持ちを切り替えた姿。そうした日々の積み重ねが、子どもたちの 

確かな成長につながっているはずです。今回のオリンピックの選手たちの姿は、子どもたちが 

自分の挑戦を振り返り、次のステップへ一歩踏み出す勇気をたくさん与えてくれたに違いあり 

ません。 

 

 ２月は、１年間のまとめに向けて、南っ子たちが自分の成長を実感し、次の学年への準備を進める大切

な時期です。学習のまとめや行事の取組を通して、自分の力を確かめながら、春に向けて心の準備を整え

ていきます。私たち教職員も、子どもたち一人ひとりが自信をもって進級・卒業できるよう、丁寧に寄り

添いながら支えてまいります。 

 

 保護者・地域の皆様には、日頃より学校教育へのご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げま

す。皆様の温かいまなざしと支えが、子どもたちの挑戦を後押しし、学校全体の力となっていきます。今

年度の締めくくりまで、引き続き子どもたちの成長を共に見守っていただければ幸いです。 

 世界の舞台で輝く選手たちのように、子どもたちが挑戦し、最後まで諦めずにやり抜く力を 

付け、未来へ向かって力強く歩んでいけるよう、我々教職員一同、全力で支えてまいります。 

 
 
        
   

令和７年度 旭川市立永山南小学校 学校通信  ２月号     ２月２７日発行 

永山南小学校教育目標  

令和７年度 重点教育目標 『自らかかわり やり抜く 南っ子の育成』（学び合い 助け合い 高め合いの３つの「あい」を大切に）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

当初は雪が少なく、学習が
実施できるか心配されました
が、安全に気をつけながら、冬
のスポーツに親しむことがで
きました。お弁当や道具の準
備ありがとうございました。 

                                                    ２０日（金）春分の日 
                                                    ２５日（水）修了式・離任式（午前授業） 
２日（月）PTA 交通安全ボランティア登校時・下校時   ２６日（木）年度末休業 （～３／３１） 

放課後巡視                    
４日（水）6年生を送る会                ４月７日（火）令和８年度始業式 

１７日（火）卒業式総練習（4、5、６年生）       
１９日（木）第４６回卒業式（午前授業 １～３年生 臨時休業）              

 

 

今年度最後となる全校参観日を実施することができま
した。学年末となり、この１年間の成長した子どもたち
の姿をご覧いただくことができました。その後の学年・
学級懇談にも多くの保護者の皆様にご参加いただきまし
た。ありがとうございました。 

 
 

幼保・小の連携を深める 
授業参観と懇談会 小学校から中学校へのスムーズな接続を行って

いくために、永山地区の小学校・中学校が学習や生
活の取組について検討し、連携して進めています。  
１３日（金）には、中学生と 

６年生がオンラインで交流を行 
いました。また、１８日（水） 
には、中学校の先生による数学 
の乗り入れ授業が行われました。 
 中学校進学へ向けて歩みを進 
めています。 

永山南中学校との連携 

1、2 年生の授業参観を
実施しました。各園の先生
方からは、子どもたちの成
長した姿への感心のお言
葉をいただきました。その
後の懇談でも幼・保と小で
情報交流をしました。 

現１年生と4月から最上
級生となる５年生が制作や
運動で交流しました。元気
いっぱいの新１年生と優し
く、頼もしいお兄さんお姉
さんの姿が印象的でした。
4 月からの活躍が楽しみで
す。 

 
 

今年もたくさんの指導員の先生や保護者の皆様に 
お世話になりました。 

来年度の児童会の代表を決める選挙が行われ
ました。どの候補者も学校をよくするための自
分の思いを熱心に伝えました。３年生は選挙の
様子を見学しましたが、「来年立候補してみた
い」と意欲を見せている子もいました。 


